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いる (Sonenshineet al.， 1991) .先ず，吸血雌が誘引性の性フェロモンであ
る2，6-dichlorophenolを分泌して，雄を誘引することがキララマダニ属
Amblyomma americanumで初めて同定された (Berger，1972).その後マダ







etal.，1989) .しかし， D. variabi1isと同属のD.andersoniでは，生殖腺か
ら分泌される 20明OHecdyson (Sonenshine et al.， 1985) とC4-Cl8の飽和脂




ェロモンの存在も知られている (Hajokovaand Leahy， 1982) . 
前気門亜日ハダニ科にも，性フェロモンの存在が知られている.雄のナミ
ハダニ Tetranychus町 ticaeは，成虫脱皮直前の静止期第二若虫の雌を“交尾





されている (Regevand Cone， 1975， 1976組 d1980) .しかし，これらの性
フェロモンだけでは活性が認められないとの報告もある (Royaltyet al.， 
1992) .その後，詳細な生物試験により，性フェロモンの他に雌ダニの黄
色色素や形の要素などもガード行動の解発に関与すると結論された




ネリルが同定された (Kuwaharaet al.， 1975) .このフェロモンは胴体部の
後方に閉口する一対の後胴体部腺opisthonotalglandと呼ばれる分泌腺から























polyphyllae (Leal et al.， 1989) ， ムギコナダニ Aleuroglyphusova印S
曲 3-
(Kuwahara et al.， 1992) およびオソアシブトコナダニ Acarusimmobi1is 
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上 :Ca1og1yphus sp. 1 
下 :Ca1og1yphus polyphyllae 
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図1・2 本研究で用いた4種のゴミコナダニ属ダニ (2) 
上:Ca1og1yphus rodriguezi 
























al.， 1993) . しかし，この化合物は雄自身にも存在する.更に，雌に誘引性
の活性を示す雄の性フェロモンが，雌雄共通の炭化水素群と雄特有の炭化水









butanedial (s -acaridial)が同定されている (Lealet al.， 1989a) . s-
Acaridialを染み込ませたj慮紙片を雄ダニに与えると，雄はj慮紙片に接近







することにした.一方，同属のC.anoma1us (Woodring， 1969; Pillai and 





れている (Radwin，1991) . 
2-2 結果
2 -2 -1 C.rodrigueziの配偶行動
予備実験として配偶行動を50例観察した。その結果， C. rodrigueziの配
偶行動のシークエンスは (1)接近行動， (I )マウント行動， (皿)執着










ト lのように分類した.そして， ( 1 )では雌雄の接近に雌雄どちらが積
極的か，そして，その接近に方向性はあるのかが，また(Ill)では雄のマウ
ントにおける方向性の有無に注目し， C. rodrigueziの配偶行動 120例を観
察・整理した.












































Failure 。傘Copulatory behavior 
対Q1・2




表2-1 -1 C. rodrIguezIにおける雌雄の接近の仕方と交尾成功率
(A) Introduce a female to a conditioned male 
Encounter Number of encounter Success Success ratio 
(n=60) (%) 
Male to female 
Front to front 
Female to male 




(8) Introduce a male to a conditioned female 
Encounter Number of encounter Success Success ratio 
(n=60) (%) 
Male to female 
Front to front 











































Encounter mode Number of Direction of mounting (number) 
of first touch encounter Lateral 8ack Front to front Failure 
Lateral 45: 40 3 。 2 
Male to female 
8ack 46 : 2 41 。 3 
Front to front 13 : 5 3 2 3 
Lateral 6 2 。 3 
Female to male 
8ack 2 。。 。 2 
-1 3司
表2-1-2によると，雄は雌の側部または後部から接近することがわかっ









のシークエンスの中で(I)→ (I)→(I1I-1)→(I1I-2)→ (N) とな
る場合と(I )→ (I )→(田-1 )→ (N)となる場合に分けられたから
である. (I1I-1) と(I1I-2)では C. anomalusで報告されたように










も， (I)→ (I )→(I1I-1 )→(I1I-2)→ (N)の方が主流であった.
以上， C. rodrigueziの配偶行動を模式化して纏めたものを図2・l・2 (雄条
件付け雌導入)と図2-1-3 (雌条件付け雄導入)に示した.
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次二〉 Q 議論 p 傘
(32) 














































の後胴体部の先端にある交尾嚢に挿入される (Pilaiand Winston， 1969; Kuo 









でに要した時間の分布にキ亮計的な有意差は検出されなかった (p=0.461， n = 
112， Mann-Whitney U test) . 
15 
P> 0.05 








• Female to Male 
園 Maleto Female 
0・1 2・3 4・5 6・7 8・9 10・1 12・1314・15







Ca1og1yphus sp. 1， C. polyphyllae及び Ca1og1yphussp. 2についてc.
rodrigueziの場合と同じ実験を行った.その結果，これらのゴミコナダニ属
ダニでも配偶行動のシークエンスはC.rodrigueziと同じであり， (1 )→ 
( I )→ (il -1 )→ (il-2)→ (N) となる場合と(1)→(I )→ (il 

















シブトコナダニ (Bozekand Griffiths， 1979; Levinson et al.， 1989) とは，大
きく異なる結果となった.配偶行動の初期段階に雄が積極的に雌に働きかけ





ヘキサン抽出物には何の反応も示さなかったこと (Lealet al.， 1989a) は良
く理解できる.また，雌雄の接近の方向やマウントの方向に関しては，雄は
雌の主に側部や後部から接触してそのままマウントする.これは，主に雌の









































????? Male crawls over the female's opisthosoma， and proceeds to 
the ventral surface 
1・2
1 




観察に用いたゴミコナダニ属ダニ Ca1og1yphusspp. (Ac紅担a:Acaridae) 
は以下の4種である.未同定種ωoglyphussp. 1は，京都大学構内で1993年















































































附 pa阿 methoy'10…: 
























に，ピーク 1 (保持時間:8.04分)は epoxyneralと同定された.ピーク 2
(保持時間:12.02分)はガスクロマトグラフー質量分析装置で， M+イオンを
m/z 210 (21.3%)，基準ピークを m/z41(100%)に，その他の開裂イオンを
m/z 182 (5.25%)，125 (10.5%)，97 (77.2%)， 57 (61.3%)， 57 (61.3%)， 55 (87.9 
%)及び43(90.2%)に与え， pentadeceneと推定した.ピーク 3 (保持時間
: 14.32分)はガスクロマトグラフー質量分析装置で， M+イオンを m/z236 
(26.5%)，基準ピークを m/z67 (100%)に，その他の開裂イオンを m/z124 
(14.7%)，123 (11.8%)，110 (32.5%)， 109 (24.9%)， 96 (46.7%)，95 (50.8%)， 82 
(58.9%)，81 (75.1%)，43 (42.0%)及び41(73.4%)に与えることから，
heptadecadieneと考えられた.同様に，ピーク 4 (保持時間:14.43分)は
M+イオンをm/z238 (24.0%)，基準ピークを m/z43 (100%)に，その他の開
裂イオンをm/z126 (5.3%)， 125 (12.6%)，112 (13.8%)， 111 (32.1%)，98 (19.1 





Peak 1 Peak 4 
Peak 2 
10 (min) 15 
Mites ( fe~ale 100) 
トDippedinto 





Et20 Et20 Et20 Et20 Et20 Et20 
Biological 
activity ---+ --
Fractionation of Hex. extract 












開裂イオンとして m/z153 (0.6%)，150 (1.5%)，135 (6.0%)，109 (40%)及び
69 (73%)を与えた.図 3-2-3に活性体の質量スペクトルを示す.これらの
結果は，オオケナガコナダニ Tyrophagusperniciousから同定された新規化
合物 (2S，3S)-epoxyneralの質量分析における開裂様式 (Lealet al.， 1989c) 
及びガスクロマトグラフ法の保持時間と一致した.従って， C. polyphyllae 
と同様に，Caloglyphus sp. 1でepoxyneralは雄の誘引活性とマウント行動の
















(2S， 35)-及び (2R，3R)-epoxyneral (2， 3・epoxy-3，7-dimethyl-6-octenal)は
次のように合成した(図 3-4-2). Nerolをシャープレスの不斉エポキシ
化反応 (Katsukiand Sharpless， 1980)で酸化後，アルコールをアルデヒドに




ルを 3，5-dinitrobenzoyl chlorideと反応させ 2，3-epoxy-3， 7-dimethyl-6-
octenyl3， 5-dinitrobenzoateに導き，その結晶化による精製を試みた (Mori
組 dEbata， 1986) .再結晶化を繰り返したところ，予想、に反して結晶よりも
母液から光学純度の高いベンゾエートを得た.得られた母液由来のベンゾエ
ートを加水分解し，そのアルコールをアルデヒドへ酸化して，それぞれ目的
の(2R，3R)-epoxyneral (97% ee)及び(2S，35)・epoxyneral(96% ee)とした.
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3R)-epoxyneralと同定できた (Moriand Kuwahara， 1995) .上述したよう
にオオケナガコナダニから新規化合物として(2S，3~り-epoxyneral が同定され
ているカペ そのコナダニにおける生理活性は判っていない (Leal et al.， 

















Natural product Natural product 
16.7min 




量的に評価した.用いた試料の光学純度は (2S，3~り-epoxyneralが 96% ee， 
(2S， 3~かepoxyneralが 77% ee及び(2R，3R)-epoxy-neralが 97%eeであり，
それぞれ(2R，3R)-epoxyneral (97% ee)， (2S， 3S)-epoxyneral (77% ee)， (2S， 
3S)-epoxyneral (96% ee)と表示した.得られた結果を図3・2-7に示す.全
ての試料で用量ー反応曲線が，薄くても濃くても活性の低下する凸の関係と
なった.(2R， 3R)-epoxyneral (97% ee)では活性の極大値は0.1ngと1ng 
(Kruskal-Wallis，共にPく0β1)に，(2S， 3~り-epoxyneral (77% ee)では1ngと
10 ng (Kruskal-Wallis，それぞれpく 0.05，0.01)に， (2S， 3め-epoxyneral(96 
% ee)ではlOngと100ng (Kruskal-Wallis，それぞれpく 0.01，0.05) に認
められた.供試試料それぞれの活性は， r考察」に示したように至適濃度の
中の(2R，3R)ー 異性体の量に関連していると結論できた.従って，活性体は
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epoxyneral (97 % ee)の存在を雌，雄及び第 1若虫で調べた.結果を図3-2-
8に示す.それぞれの含有量は，雌が25.7+ 2.2 ng (平均値土 SE，n= 30)， 
雄が18.0土2.0ng (平均値+SE， n= 30)及び第1若虫で3.4+ 0.5 ng (平均
また，雌雄聞での雌性フェロモンの含有量の差イ直土SE，n= 10)であった.
は平均値で雌:雄=1.43: 1であるが，その分布には図3-2-9に示したよ
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種コナダニ Ca1og1yphussp. 1から， (2R，3R)ーEpoxyneralを雌の性フエロモ








ダニ類 3手重C.polyphyllae (Leal et al.， 1989a) ， ムギコナダニ
Aleuroglyphus ovatus (Kuwahara et al.， 1992)及びオソアシブトコナダニ


















3R)-epoxyneral (97% ee)は0.1ngと1ngで， (2S， 3~り-epoxyneral (77% ee)は
1 ngとlOngで，(2S， 3~り-epoxyneral (96% ee)はlOngと100ngでj舌性を
示した.光学純度を考えると， (2S，3S)・体の試料中にも少量の (2R，3R)ー体
が含まれることになる.即ち，(2S， 3~り-epoxyneral (77% ee)の1・lOng中に
は0.115-1.15ngの(2R，3R)・体が， (2S， 3め酬epoxyneral(96% ee)の10-100ng 
-3 5-
中には 0.2-2.0ngの (2R，3R)イ本が含まれると，それぞれ言十算できる. これ













ンとして同定された (lR，3R， 5R， 7R)-1， 3， 5， 7・tetramethyldecylformate 
(Lardolure)である (Kuwaharaet al.， 1994) . この化合物はサトウダニ
Carpoglyphuslactisにも集合活性を有するカイロモンとして作用する.鏡像
体である(lS，3S， 5S， 7~りー体は，それぞれのダニに対して，フェロモンとし
てもカイロモンとしても作用しない.また，(lR， 3R， 5R， 7R)・体と (lS，3S，
5S， 7~り，体の混合物による生物試験の結果は， (lS， 3S， 5S， 7~り・体の混入がコ










































枝付バリで入れる.ダニを入れてから 3分後，ヘキサン部分を lμL(0.2 
当量)マイクロシリンジで抜き取り，ガスクロマトグラフ法(条件は後述)
で分析する.雄も雌と同じように抽出・分析した.一方，第1若虫は5頭















間とした.得られた抽出液をシリカゲル (500mg， Wako-gel C帽200，和光純
薬工業)に吸着させ， 3mLの溶出溶媒で段階的に溶出した.溶出溶媒はヘ















リーカラム (CP-cyclodextrinb・2，3，6・M-19カラム， 25 m X 0.25 mm， 




Titanium tetraisopropoxide (5.7 g， 20 mmol)を無水αもClz(200 mL)に加
え，窒素気流下・230C (ドライアイス/四塩化炭素)で撹祥した.更に(+)-
diethyl tartrate (4.2 g， 20 mmol)をこれに加え， -230Cで5分間撹持した.無







N sodium hydroxide (60 mL)溶液を加え 30分間撹拝した. エーテル層を分
離し食塩水で洗った後， Na2S04で乾燥して減圧下に濃縮して油状物を得
た.油状物はシリカゲルカラムに吸着させヘキサン/エーテル系の溶媒で精
製し溶出して(2S，3R)-epoxynerol (2.7 g，収率79.5%)を得た. [α]014= -14.4。
(c = 3.11， hexane); IR (film) : v = 3400 cm-1 (br.，。噌H)，1440 (s， C-H)， 1350 (s， 
C-H)， 1240 (w， C-O of epoxide)， 1050 (s， C-O); lH-NMR (CDCb) : 8 = 1.34 (s， 
3H)， 1.62 (br.s， 3H)， 1.70 (d， 3H， J = 1.1 Hz)， 1.6-2.1 (m， 4H)， 2.47 (m， 1H)， 
2.96 (dd， 1H， J = 4.8， 6.6 Hz)， 3.73 (m， 2H)， 5.09 (m， 1町;13C-NMR (CDCb) : 8 
= 17.6， 22.2， 24.2， 25.6，33.2，61.3，61.5，64.4， 123.4， 132.5; MS m/z 155 (M¥ 
αι 1.0%)， 152 (M¥匝0，2.3%)，109 (80.6%)， 69 (80.5%)， 41 (100%).光学
純度は77%eeであった.
(2R， 3~り-異性体は(ー)嶋 diethyltartrateを用いて同様に合成し， 2.5 g (収率
: 73.5%) を得た. [α.]014= + 14.50 (c = 3.78， hex組 e);IR， lH-NMR， 13C_NMR 
及ぴ加岱スペクトルは (2S，3R)-epoxynerolと同じであった.また，光学純
度も 77%eeであった.
(2S， 3R)-and (2R‘35i-Evoxv-3，7-dimethvl-6-octenv13‘5-dinitrobenzoate 
(2S， 3R)-epoxynerol (1.4 g， 7.6 mmol)を無水エーテル (30mL)と無水ピリ





3， 7・dime出yl-6・oc胞nyl3， 5-dinitro-benzoate (562 mg， 18.3% yield)を得た.
一方，母液をシリカゲルカラムで精製し油状の (2S，3R)圃epoxy-3，7-
dimethyl-6・octenyl3， 5-dinitrobenzoate (1.6 g， 54% yield)を得た.結晶性ベ
ンゾエートの物理化学的データーを以下に示す. [α]D27=・14.00 (c = 0.90， 
-4 0-
benzene); IR (film) : v = 3080 cm1 (m， AトH)，1730 (s， C=O)， 1540 (s， N-O)， 
1340 (s， N-O)， 1260 (s， C-O)， 1150(s， C-O) ; lH_N恥1R(CDCb) : O = 1.41 (s， 
3H)， 1.64 (br.s， 3H)， 1.70 (br.s， 3H)， 1.6之.3(m，4H)， 3.17 (dd， 1H， J= 3.7， 7.4 
Hz)， 4.36 (dd， 1H， J = 7.4， 12.1 Hz)， 4.76 (dd， lH， J = 3.7， 12.1 Hz)， 5.13 (m， 
lH)， 9.20 (m， 3H); 13C_NMR (CDCb) : O = 17.7， 22.0，24.2，25.7， 33.4， 60.5， 
61.2，65.8， 122.6， 123.0， 129.5， 132.8， 133.6， 148.9， 162.5， 198.8; MS m/z 364 
(M+， 1.0%)， 346 (M+ーao，5.2%)， 239 (44.8%)，195 (100%)，149 (70.9%)，109 
(77.1 %).光学純度は26%eeであった.一方，油状のベンゾエートの物理化
学的データーを以下に示す. [α.]030=司52.10 (c = 1.14， benzene).また， IR，lH-
NMR， 13C-NMR及びMSの各スペクトルは結品性ベンゾエートのデーターと
一致した.油状ベンゾエートの光学純度は97%eeであった.
(2R， 3~りー異性体は ， (2R， 3S)-epoxynerol (77% ee)から同じ方法でエステ
ル化し，精製して結晶性ベンゾエート 374mg (収率 13%)を得た.結品性
ベンゾエートの物理化学的データーを以下に示す.[α.]026= + 13.4 0 (c = 0.90， 
benzene).光学純度は 24%eeであった.一方，母液由来の油状ベンゾエート
も同様に精製し 1.4g (収率50%)得た.物理化学的データーを以下に示す.
[α.]028= +52.60 (c = 1.06， benzene).光学純度は 96%eeであった.また， IR， 
lH-N恥1R.， 13C-NMR及ぴMSの各スペクトルは上に示したものと良く一致し
た.
(2R. 3S)-Epoxv-3. 7-dimethvl-6-octenvl 3， 5-dinitrobenzoa胞の加水分骨揮
母液由来の (2S，3R)-epoxy-3， 7-dime出yl-6・octenyl3， 5-dinitrobenzoateを
メタノール (10mL)とTHF(10 mL)の混液に溶解し，氷冷下でK2C03(60 
mg)と30分間撹祥しながら加水分解させた.得られた油状物はシリカゲル
カラムで精製し ，(2S， 3R)-epoxynerol (収率82%)を得た. [叫D27= 1ー8.C(c 
= 1.12， hexane).光学純度は 97%切であった.IR， lH-NMR， 13C-NMR及び
島信の各スペクトルは前に示したものと良く一致した.
母液由来の (2R，3~り-異性体も同様な方法で精製し， 367 mg (84%)を得
-4 1-
た.物理化学データーを以下に示す.[α]D27= + 17.20 (c = 0.97， hexane).光学
純度は 96%eeであった. IR， lH-NMR， J3C-NMR及びMSの各スベクトルは
前に示したものと良く一致した.
(2R， 3R)-and (2S、35)-Epoxyneral 
(2S， 3R)-Epoxynerol (97% ee， 1.2 mmol)を無水αもCb(10 mL)に溶解し，
氷冷下にpyridiniumdichromate (PDC， 1 g)と22時間反応させた.反応混合
物はシリカゲルカラムクロマトグラフイーで精製し， 97% eeの光学純度を
有する (2R，3R)-epoxyneral (125 mg， 62%)を得た.(2R， 3R)-epoxyneralの
物理化学的データーを以下に示す. [α]D28= +127.90 (c = 1.12， hexane); IR 
(film) V = 2950 cm-1 (m， C-H)， 2900 (m， C-H)， 2850 (m， C-H)， 1720 (s， C=O)， 
1450 (m， C-H)， 1350 (m， C-H)， 1240 (w， C-O of epoxide); lH-NMR (CDCh) : 8 
= 1.42 (s， 3H)， 1.59 (br.s， 3H)， 1.66 (br.s， 3H)， 1.7-2.3 (m， 4H)， 3.14 (d， lH， J = 
5.3 Hz)， 5.04 (m， lH)， 9.41 (d， lH， J = 5.3 Hz); 13C_NMR (CDCh) : 8 = 17.6， 
22.2，24.2，25.6， 33.5，64.5， 64.6， 122.5， 133.3， 198.8; MS m/z 153 (M+ーαI3，
0.9%)， 150 (M+-昆0，1.5%)， 109 (44%)， 69 (78%)， 41 (100%); Found: C， 
71.10; H， 9.83. Calc for C!OH602: C， 71.40; H，9.59.光学純度は97%eeであっ
た.
(2S， 3~りー異性体も同様な方法で (2S， 3R)-epoxynerol (96% ee)から調製
し， 123 mg (収率63%)を得た.物理化学的データーを以下に示す. [α.]D28 = 
・128.2
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Exp. No. Male Female 
to Males to Males 
?
? ，
















































で分析すると，ピーク 1はM+イオンを m/z152(3%)，基準ピークをm/z43 
(100%)に与え，その他の開裂イオンとして m/z124 (17%)， 109 (88%)， 94 
(14%)，79 (67%)及び77(32%)を与えた.ピーク lの質量スペクトルは同種
のダニから既に新規成分として同定されている dehydrocineoleと推定された
(Ayorinde et al.， 1984) .ピーク 2 (保持時間:7.28分)はヘキサン画分に
溶出し， M+イオンを m/z156 (0.11 %)に，基準ピークを 57(100%)に与え，























Et20 Et20 Et20 Et20 Et20 Et20 Biological _ 
activity .， - -----
図3-3 -4 C. rodrigueziヘキサン抽出物の分画とj舌性の所在





150 (84%)に，基準イオンは m/z135 (100%)に認められ，その他の開裂イ
オンとして m/z91 (60%)，79 (66%)，67 (64%)，41 (96%)及び39(97%)を認
めた.これらの化合物の構造については，現在検討中である.ピーク 4(保
持時間:8.22分)は5%エーテル含有ヘキサン画分に溶出し M+イオン及び
基準イオンとして m/z136 (100%)を， その他の開裂イオンとして m/z135 
(98%)，107 (4.6%)， 90 (8.1 %)及び77(9.2%)を与えた.ガスクロマトグラフ
法の保持時間と関裂様式を比較した結果， ピーク 4は 2-hydroxy-6-
methylbenza1dehydeと同定できた. ピー ク 5 (保持時間:10.35分)はヘキ
サン画分に溶出し M+イオンを m/z184 (0.17%)に，基準イオンを m/z57 























b， c ，_d 
+-/ー(宅)
b， c ，_d 
+-/ー(宅)
n.s. 
P < 0.01 
P < 0.01 


































P < 0.01 










































a Number of replications. 
b To七alnumber of responsive males. 
c Number of miヒesshowing nega七iveresponse. 
d Responsive miヒes/ヒO七almi七es.
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た.その他の炭化水素では decane1 ng (39%， Pく 0.01)，10 ng (33%， Pく
0.01)及び100ng (41 %， Pく 0.05)でコントロールに比べて有意にマウント
行動の頻度が上がった.同じように， dodecane 1 ng (43%， Pく O.Ol)，lOng





























*: P< 0.05 
**: P< 0.01 














雄における undecaneの含有量は，雌では22.7土3.8ng (平均値+SE) ， 
雄では3.6土0.8ng (平均値+SE)と，雌は雄の6.3倍多く，また，雌雄そ
れぞれの個体間での雌の性フェロモンの含有量の分布は，図3-3・7に示し


























eo ωg (n=20) 








(Kuwahara et al.， 1989; Leal et al.， 1989b; Kuwahara， 1991; Leal and 
Kuwahara，1991) . Ayorindeらは (1984) undecane， 2，6-HMBD， tridecane 


































これはアシブトコナダニAcarussiro (Levinson et al.， 1989) ，オソアシブト





や若虫が逃避行動を示すことが報告されており (Satoet al.， 1993) ， 
undecaneを高濃度で与えた時のC.rodrigueziが示した反応と同様であっ
た. 1つの化合物が異なる機能を示す例は，見虫のフェロモンで幾っか知ら
れている.例えば，アリの 1種 Formicalugubris (Hymenoptera: 
Formicidae)では， undecaneが低濃度では性フェロモンとして，高濃度では
ワーカーにとって警報フェロモンとして機能している (Walteret al.， 199 
3) .また，ナガメ Eurydemarugosaの幼虫では(E)“2-hexenalが高濃度では
警報フェロモン (Ishiwatari，1974) ，低濃度では集合フェロモンとして機能
している (Ishiwatari，1976). ミナミアオカメムシ Nezaraviridulaのー令
幼虫でも同じように， tridecaneが高濃度では警報フェロモン，低濃度では





















いた.例えば， C. polyphyl1aeでは活性発現には 0.5-5雌当量がi必要であり
(Leal et al.， 1989a) ， ムギコナダニ Aleuroglyphusovatus (Kuwahara et 
al.， 1992) とオソアシブトコナダニ Acarusimmobilis (Sato et al.， 1993) で
はそれぞれ45-95雌当量及び35雌当量で、あった.これに対して，本実験で













(Walter et al.， 1993) .また，ゴキブリの l種 Blaberuscraniiferは














































い，ヘキサン， 1 %， 5%， 10%，20%，50%エーテル含有ヘキサン及びエーテ
ルを用いた.
フェロモンの定量は以下のように行った.底を紡錘形にしたガラス製チ
ューブ(外径 8rnrn，高さ:30 rnrn，手製)に内部標準として tetradecane




し， 1 J.1，L (1当量)をガスクロマトグラフ法で分析した.実験より得られた









Hewlett-Packard 5790A及び5890series rplusuにHP-l (内径 :0.2mm，長
さ:25m，膜厚:0.25μm， HewletιPackard) または HP-5(内径:0.32 mm， 
長さ:30m，膜厚:0.33μm， Hewlett-Packard) キャピラリーカラムを用
い，スプリットレスモードで行った.キャリヤーガスはヘリウムを使用し
て， 50 mL/minで流した.オーブン温度は2分間 600Cに保った後， 10 oC/ 
分で2900Cまで昇温した.また，注入口と検出器の温度はそれぞれ2000C
及び2800Cである.得られたクロマトグラムはHPIntegrator model 3390A 











Filter paper method 
o :Female 傘:Male 
O:Moi剖eneddry yeast 







て導入するとそのマウント回数は平均 6.3回 (n= 10)となった(図3-4-
2) .コントロールと比較した結果， 0.2当量の雌ダニヘキサン抽出物では







Caloglyphus sp. 2 
8 
P< 0.01 





















150 (100%)に与え，その他の開裂イオンとしてm/z135 (99.9%)， 107 (63.7 
幽 60-
%)，95 (70.2%)， 91 (75.4%)， 82 (47.8%)，79 (63.9%)， 65 (26.0%)，41 (70.7%) 
及び39(60.7%)を与えた.得られた質量スペクトルを図 3-4-5に示す.
これは，コナダニ亜科に属するオンシツケナガコナダニ Tyrophagus
neiswand，丘ri(Leal et al.， 1989b)，オソアシブトコナダニ Acarusi・mmbolis















図3・4-3 Caloglyphus sp. 2雌ヘキサン抽出物のガスクロマトグラム
ー61-
Females(50) 















0.2 Female eq. 
Caloglyphus sp.2 * 









5% 10% 50% 
Et20 Et20 Et20 
雌ヘキサン抽出物のシリカゲルカラムによる分画と得られた














3 -4 -2 Rosefuranの合成と生物活性
Rosefuranの合成は 3-methylfuranと3・methyl-2-butenylbromideを反応さ
せる方法を用いた (Lealet al.， 1989b) .本方法では，最終生成物として
rosefuranと4-methyl-2-(3-methyl-2-butenyl)明白ranが約 1 1の比率で生
じ，両者の分離には高速液体クロマトグラフイーが必要であった.しかしな
がら，他の方法 (Buchiet al.， 1968; Birchi and Slobbe， 1976; Takeda et al.， 










































回 (p> 0.05)及び3.6回 (p>0.05)となり，コントロールとの有意差は
認められなかったが， 1 ngから 1000ngのrosefuranを与えた場合，マウン
ト回数はそれぞれ平均7.4回 (p< 0.05) ， 7.9回 (p< 0.01)及び6.8回
(pく0.05)となりコントロールと比較して有意にマウント回数の頻度が上
がり，活性であると判断した. しかし， 10μgではマウント回数は平均4.7
回 (p> 0.05)に下がり，Ca1og1yphus sp. 2でもフェロモンの投与量とマウ
ントの回数との相関関係は極大値を持つ凸の曲線となった.
~ 8 
E I *: P< 0.05 
0 
苦 l**:P<0.01 

















































雄・雌の rosefuranの含量は，雌で 87.6土14.2ng (平均値+SE，n = 
20) ，雄で10.4+ 2.5 ng (平均値土SE，n= 20)で、あった.また，雌性フェ
ロモンの含有量は雌雄間で有意差が認められた (Mann-Whitney U test， Pく
















































Ca1og1yphus polyphyllae (Leal et al.， 1989a)，ムギコナダニ Aleuroglyphus
ovatus (Kuwah紅aetal.， 1992)及びオソアシブトコナダニ Acarusimmobi1is 
(Sato et al.， 1993)で共通であった.また，雌の性フェロモンが成虫特異的で































て3分後までとした.得られた抽出液をシリカゲル (500mg， Wako-gel C-
200，和光純薬工業)に吸着させ， 3mLの溶出溶媒で段階的に溶出した.























子Me出yl釦ran(1 g， 12.2 mmol)を無水エーテル(10mL)に溶解し，窒素気
流下一78"c (ドライアイス/アセトン)で無水胞tramethylethylenediamine
(1.4 g， 12 mmol)を加え 5分間撹持した.その後， n-buthyllithiumのヘキサ
ン溶液(1.6M， 7.7 mL)をシリンジで滴下した後，室温に戻し 15分間撹持














し， rosefuranを精製した.}I買層のカラムには YMC-PackA-024 S-5 60A Sil 
(Yamamura Chemical Laboratories Co.， L TD.)を用い，ヘキサン 4mL/min 
で溶出し， 254 nmで干食出した.一方，同じように 4-methyl-2-(3・methyl時2-
buten y 1)-furanも精製した.
Rosefuranの物理化学的データーを以下に示す. lH-NMR (CDCb) : 0 = 
1.70 (d， 3H， J = 1.31 Hz)， 1.72 (d， 3H， J = 1.31 Hz)， 1.96 (s， 3H)， 3.26 (d， 2H， J 
= 7.11 Hz)， 5.26 (triple heptet， lH， J = 7.11 Hz組d1.31 Hz)， 6.15 (d， lH， J = 
1.86 Hz)， 7.20 (d， lH， J = 1.86 Hz); 13C-NMR (CDCb) : 0 = 9.7， 17.7， 25.3， 
25.6， 112.9， 113.4， 120.2， 132.9， 139.8， 150.2; MS m/z 150 (M+， 100%)， 135 
(M+-αも， 99.9%)，107(63.7%)，95 (70.2%)，91 (75.4%)，82 (47.8%)，79 (63.9 




す.lH-NMR (CDCb) : 0 = 1.68 (d， 3H， J = 1.5 Hz)， 1.73 (d， 3H， J = 1.5 Hz)， 
1.97 (d， 3H， J = 1.09 Hz)， 3.30 (d， 2H， J = 7.23 Hz)， 5.30 (triple heptet， lH， J = 
7.23 Hz and 1.5 Hz)， 5.83 (s・like，lH)， 7.04 (シlike，lH); 13C-N~依 (CDCb) : 0 =
9.97，17.9，25.8，27.4， 107.8， 119.8，120.7， 133.9， 137.7， 155.3; MS m/z 150 
(M+， 100%)， 135 (M+-αι97.3%)， 107 (89.9%)， 95 (60.8%)，91 (83.5%)，82 




3 -5 Caloglyphus polyphyllaeの雌の性フェロモン
3-5-1 緒言
コナダニ科の雌の性フェロモンはゴミコナダニ属の Caloglyphus






分として検出されたが若虫には検出できなかった (Kuw油訂aet al.， 199 
2) .更に，コナダニ科のオソアシブトコナダニAcarusimmobilisでは雌の
性フェロモンは雌や雄だけではなく若虫にも主要成分として検出された
(Sato et al.， 1993) . 
そして，今回新たにゴミコナダニ属ダニ3種で雌の性フェロモンを同定
し，その分布について雌，雄及ぴ第 l若虫で調べた.その結果，
Caloglyphus sp. 1では雌の性フェロモンは雌，雄及び第 l若虫に主要成分と
して認められた.これに対し，Caloglyphus rodrigueziやCaloglyphussp. 2 
では雌の性フェロモンは雌雄共に認められたものの第 1若虫には殆ど存在せ
ず，雌の性フェロモンンの分布は成虫特異的と考えられた.










0.23士 0.044 (平均値土 SE，o= 20)であるのに対して雄では 0.068土
0.015 (平均値土 SE，0=20)で、あった.この値から雌雄聞の雌の性フェロ
モンの含有量の比率を求めると 3.4/1 (雌/雄)となった.また，雌の性フェ
ロモンの含有量は雌雄間で有意差が認められた (Mann-Whitney U test， Pく




















































1μL (2当量)をガスクロマトグ虫は 10頭を 5μLのヘキサンで抽出し，
























and protonymph C. polyphyllae 










































聞における雌の性フェロモンの含有量比が，小さな CaJoglyphussp. 1 








































or J Q:向 male







有意差は認められなかった(P>0.05， n = 60). これに対して，他の3種C
polyphyllae， C.rodriguzi及びCa1og1yphussp. 2では，いずれも雌を導入した
場合に，タッピング行動の認められた例数が有意に多くなった(それぞれ，







Caloglyphus sp. 1 26 4 28 2 N. S. 
C. polyphyllae 28 2 22 8 <5% 
c. (0俳句uezi 59 39 21 < 1% 
Caloglyphus sp. 2 34 6 26 14 <5% 









0.05， n=53). これに対して，他の 3種C.polyphyllae， C. rodriguzi及び
Caloglyphus sp. 2では雌を導入した場合の方が，有意に早くタッピング行動
を観察でき(それぞれ，Pく 0.05，n = 50; Pく 0.01，n = 98; Pく 0.05，n = 
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Caloglyphus sp. 1 (1.4/1)の雄ダニでは雌雄の識別が成されていないのに対


































Caloglyphus sp. 1 C. polyphyllae 
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Mean (Male) <口<Max (Male) 
Calogケphussp. 2 
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(Kuwahara et al.， 1975) ，警報・集合・性フェロモン等様々な情報化学物
質がコナダニ科に属する多くのダニから単離・同定されてきた(桑原保正，
1990; Kuwahara， 1991) .著者はこの中でも特に性フェロモンに着目した.
著者がこの研究を始める以前に コナダニ科ダニの性フェロモンについての
研究は，行動観察から性フェロモンの存在を示唆する報告 (Levinsonet al.， 
1989) と，実際に雄ダニを性的に興奮させる雌の性フェロモンを同定した
























一部として tridecane，pentadecane， heptadecane， (Z)ふheptadecane，(Z， Z)-6， 












ナダニ (Calogluphusspp.) 4種を用いて， ( 1 )それらの配偶行動の検討，













































共にマウント行動をも解発すると報告されている (Lealetal.， 1989a) .一
方，ムギコナダニやオソアシブトコナダニでは雄ダニにマウント行動を解発
することを認めているが，誘引活性については述べられていない
(Kuw油紅aet al.， 1992; Sato et al.， 1993) . 
序論で触れたように，マダニ科の性フェロモン研究によると雄を誘引する
フェロモンとマウント行動を解発するフェロモンは別々の化合物であり，更





後， コイタダニ属の一種Rhipiceph丘lussanguincus (Chow et al.， 1975)，カクマ
ダニ属Dermacentorandersoni， D. variavilis (Sonenshine et al.， 1976)，イボマ
ダニ属の砂a10mmadromedarii， H 丘natolicumexcavatum (Silverstein et al.， 
1983)，チマダニ属の一種励。maphysa1isleporispa1ustris (Berger， 1983)など
5属14種のマダニ科の雌に雄誘引性フェロモン 2，6-dichlorophenolが同定
されている (Hamiltonet al.， 1989) .なお，このフェロモンはfoveal腺で生





種の雌ダニの場合には雄はマウント行動を中断するという (Rechavet al.， 





て20-0H-ecdyson(Sonenshine et al.， 1985)とC14から C22までの飽和脂肪
酸(Allanet al.， 1989)が活性成分の一部として同定されている.
この様なマダニ科ダニの性フェロモン機構との比較のために，コフキコガ

















































ェロモン含有量を雌/雄の比率で調べたところ，Caloglyphus sp. 1 (1.4/1)， C.






























(Peschke， 1985) . Peschkeの研究では若雄が雌の性フェロモンを持つ意味
を，向性内の競争の観点で論議している点が大変興味深い.また，ある種の



























いるからである.この活性物質は nauphoetinと名付けられ， octadecy 1 (Z)-
9-tetracosenoateと同定された (Fukuiand Takahashi， 1983) .また，マツノ
マダラカミキリ Monochamusalternatus (Coleoptera: Cerambycidae)とスギカ
ミキリ Semanotusjaponicus (Coleoptera: Cerambycidae)においては，雄のマ
ウント行動を解発する接触性フェロモンの存在が示唆されており，いずれの
カミキリムシでもフェロモンは雌雄共に検出されている (Kimet al.， 1992; 























































































Caloglyphus sp. 1i C. polyphyllae C. rodriguezi Caloglyphus sp. 2i 
Lo (-'0 
l l"'_ 、 、/¥/¥J肉、，ヘノ /1¥¥ ~、o 、、，. "v' v' 'v v" "()~ 
(2R，3R)-Epoxyneral s・Acaridial Undecane Rosefuran 
-雌雄成虫に主要 -雌雄成虫に主要 -雌雄成虫に主要 -雌雄成虫に主要
成分として存在 成分として存在 成分として存在 成分として存在
-若虫に主要成分 -若虫に主要成分 -若虫に微量成分 -若虫に微量成分
として存在 として存在 としで存在 として存在
-雌:雄=1.4: 1 1: ・雌:雄=3.4:1 -雌:雄=6.3:1 -雌:雄=8.4: 1 
-導入テストで雌 -導入テストで雌 -導入テストで雌
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